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内容の要旨および審査の結果の要旨
本研究は、迷走神経の中枢神経系伝導路に関する研究の一環として、咳嗽および嘔吐に関与する頚部迷
走神経求心性衝撃の橋結合腕傍核への投射について検索することを目的として行なわれた。
浅麻酔非動化ネコ40匹を用いて、頚部迷走神経中枢端を電気刺激し、外側および内側橋結合腕傍核にお
いて平均加算法により誘発電位を記録した。
頚部迷走神経中枢端を閾値上の強さ（0.5,sec，４Ｖ’１Ｈｚ）で電気刺激すると、外側結合腕傍核にお
いて陽一陰一陽の３相波の誘発電位が得られ、特に腹外側部で最大振幅のものが得られた。この反応は両
側性に得られ、刺激の同側で記録した場合には、初期陽性波の立ち上がり潜時は12.4±0.5,sec､持続25.6
±4.0,sec、振幅173.2±53.ＭＶであった。これは15Hz以上の高頻度刺激で消失し、連続２発刺激によ
る回復過程において400,secの刺激間隔で完全回復した。さらにサイアミラールソディウム20mg／kgの経
静脈投与により反応は抑制され、完全回復に120分を要した。一方、内側結合腕傍核における誘発反応は、
主としてその背内側部において、陽一陰一陽の３相波が両側性に得られた。刺激の同側で記録した場合に
は、初期陽性波の立ち上がり潜時は9.5±0.8,sec、持続は26.5±4.0,sec、振幅は206.5±95.7必Ｖあっ
た。この反応の性質は基本的には、外側結合腕傍核におけるものと同様であった。刺激の反対側の外側お
よび内側縮合腕傍核においても同様の反応が得られたが、同側の場合に比べて、その潜時はやや長く、振
幅はやや低い傾向が認められた。
以上より、頚部迷走神経の求心系投射路は孤束核を介し、主に同側性に、両側の外側および内側結合腕
傍核へ、脳幹網様体を介した多シナプス性の経路によって線維連絡しているものと推測された。
本研究は、迷走神経の中枢神経伝導路のうち、延髄より上位の神経機構の存在とそれに至る線維路の一
部を誘発電位記録法により明らかにしたものであり、神経生理学上極めて示唆に富むものである。よって、
本研究は神経科学の発展に寄与する労作と認められた。
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